
1

会社概要

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

NIPPON SANSO Holdings Corporation

商号 日本酸素ホールディングス株式会社

証券コード 東京証券取引所 プライム市場　4091

創業年月日 明治43年(1910年) 10月30日

本社所在地 東京都品川区小山1-3-26

連結売上収益 1兆2,550億円

（2024年3月期 IFRS）

連結営業利益 1,720億円

（2024年3月期 IFRS）

連結従業員数 19,533名

（2024年3月31日現在） （国内 5,969名、海外 13,564名）

主要株主の状況 三菱ケミカルグループ株式会社　50.6%

（2024年3月31日現在）

日本酸素
ホールディングス
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サーモス

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）
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産業ガス市場におけるマーケットポジション

リンデ

1位 Linde plc*

エア・リキード

2位 Air Liquide S.A.

エア・プロダクツ・アンド・ケミカルズ

3位 Air Products and Chemicals, Inc.

日本酸素ホールディングス

4位 Nippon Sanso Holdings Corporation

メッサーグループ

5位 Messer Group GmbH

大陽日酸株式会社（日本事業会社）

1位 （日本酸素ホールディングスグループ）

2位 エア・ウォーター株式会社

日本エア・リキード合同会社

（Air Liquide Japan G.K.）

3位

岩谷産業株式会社

市場規模: 約14.5兆円
（2024年3月末時点の米ドル為替レートをもとに当社推定）

*Linde plcは、2018年10月に 独Linde AGと米Praxair Inc. が統合して発足しました。

27%

24%

15%

6%

4%

グローバル 日本
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産業ガスとは？

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）
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産業ガスの貢献分野

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

1910年代～

鉄道

陸海空軍

酸素

アセチレン

金属切断・溶接

1950年代～

製鉄・造船

酸素

高炉への吹込み

1960年代～

石油化学

窒素

保安用

1970年代～

半導体

自動車

窒素

アルゴン

酸化防止

1980年代～

医療・食品

酸素、窒素

病院・封入

供給先

供給する

主なガス

代表的な

用途

現在

環境関連

水素、酸素

温室効果ガス排出量
削減貢献
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産業ガスの供給モデル

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

オンサイト On-site

バルク Bulk

パッケージ Packaged

大気
空気分離装置

液化ガス貯槽

タンクローリー

平積みトラック

充填所

液化ガスで供給

ガス配管で供給

シリンダーで供給

酸素 窒素

アルゴン

酸素

窒素

鉄鋼 石油化学 石油精製

自動車 造船 ガラス・製紙

建設機械 製薬・医療

食品・飲料液晶パネル

太陽光発電 半導体

在宅医療 先端医療 公衆衛生

技術開発 研究開発 建設工事

ヘリウム炭酸 水素

エアセパレートガス その他のガス

副生ガス等

充填所

タンクローリー

シリンダーで供給

液化ガスで供給

平積みトラック

LPガス

（大規模供給）

（中規模供給）

（小規模供給）
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産業ガス市場

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）
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産業ガス市場規模（グローバル）*

（2023年以降は予想）

産業ガス市場（グローバル）における業種別需要割合*

*（データ出所）
「Global Overview Gas Report 2022」 (gasworld社発行）

（2022年）
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製紙・パルプ

ガラス
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トータルソリューション

ガス供給、関連機器・工事・サービスなど、
「トータルソリューション」を提供

ガス供給

ガス精製

配管工事

ガス除害

ガス監視

トータルソリューション

（エレクトロニクス産業向けのお客様へのご提案例）

file://smb/equip/顧客向けプレゼン/31_ﾏｲｸﾛﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ_070531/機器・商品説明/商品説明排ガス処理装置（05.12.10）.ppt#1. PowerPoint プレゼンテーション
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過去10カ年の業績推移

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）
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サーモス

営業利益
(2017年3月期以降はコア営業利益)

売上収益

売上収益
(単位：億円)

営業利益
（単位：億円）

日本基準 IFRS

売上収益

1兆2,550億円

コア営業利益

1,659億円

売上年平均成長率
（CAGR）

9%

（FYE）
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製品別売上収益割合

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

ガス

74%

バルク

28％

オンサイト

14%

パッケージ

24%

特殊ガス

8%

産業ガス関連 

19%

エレキ関連

5%

サーモス
2%

機器・工事他
24%

売上収益

1兆2,550億円

（2024年3月期実績）

セパレートガス 16%
その他バルク  12%
（炭酸ガス、ヘリウム等）

●製品別売上収益割合●製品別概要

ガス

機器・工事 他

サーモス

・バルク・オンサイト・パッケージ
→セパレートガス（酸素、窒素、アルゴン）
→炭酸ガス、ヘリウム、水素、アセチレン
→医療用ガス（酸素、亜酸化窒素等）
→LPガス
・特殊ガス（電子材料ガス、標準ガス等)

・産業ガス関連
→ガス関連機器（供給設備、容器）
→空気分離装置
→医療機器、安定同位体、凍結保存容器
→溶接・溶断関連 等

・エレクトロニクス関連
→エレクトロニクス関連機器・工事
→半導体製造装置（MOCVD装置）

・サーモス
→ステンレス製魔法瓶、
→調理用品（フライパンなど）
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2025年3月期 上半期 業績概要

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

2024年3月期 2025年3月期

上半期 上半期 増減額 増減率
（単位：十億円） （4-9月期） （4-9月期）

売上収益 612.5 643.0 +30.5 +5.0%

コア営業利益 81.6 93.4 +11.8 +14.5%

営業利益（IFRS） 81.5 82.5 +1.0 +1.1%

税引前中間利益 71.5 71.7 +0.2 +0.3%

（中間利益の帰属）

親会社の所有者に

帰属する中間利益
48.5 49.1 +0.6 +1.3%

為替レート（円） USD（米ドル） 142.61 152.45

（期中平均レート） EUR（ユーロ） 154.81 165.83

AUD（豪ドル） 93.44 101.80

前年同期比 為替影響除き

増減率

+0.4%

+8.7%

売上増減要因

前年同期比

売上増減率 +5.0%

為替換算 +4.6%

価格 +2.2%

パススルー・サーチャージ +0.0%

数量・販売構成 -1.4%

事業売却・非連結化 ほか -0.4%

・ 価格マネジメント状況: 着実
・ パススルー・サーチャージ: 横ばい
・ 数量・販売構成: 軟調
・ 非連結化: 日本での要因
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2025年3月期 通期業績予想

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

2024年3月期 2025年3月期

通期 通期予想 増減額 増減率

（単位：十億円） （2024年5月13日発表）

売上収益 1,255.0 1,300.0 +45.0 +3.6%

コア営業利益 165.9 177.0 +11.1 +6.6%

営業利益（IFRS） 172.0 177.0 +5.0 +2.9%

税引前利益 150.7 154.0 +3.3 +2.2%

（当期利益の帰属）

親会社の所有者に

帰属する当期利益
105.9 105.0 -0.9 -0.9%

為替レート（円） USD（米ドル） 145.31 145.31

（期中平均レート） EUR（ユーロ） 157.72 157.72

AUD（豪ドル） 95.32 95.32

前期比
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中期経営計画 『NS Vision 2026 | Enabling the Future』

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）
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グループ目標KPI

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

売上収益 9,750億円～1兆円

コア営業利益 1,250億円～1,350億円

EBITDAマージン

グループ：≧24%

各事業セグメント：≧17～33%

調整後ネット

D/Eレシオ ≦0.7倍

ROCE after Tax ≧6%

財務KPI (FYE2026)

GHG排出量の削減率

(基準年度: FYE2019)

18%: FYE2026

32%: FYE2031

環境貢献製商品による

GHG削減量

環境貢献製商品によるGHG削減量

>GHG排出量 FYE2026

休業災害度数率 ≦1.6  : FYE2026

女性従業員比率

≧22%: FYE2026

　25%: FYE2031

コンプライアンス

研修受講率 100%: FYE2026

女性管理職比率

≧18%: FYE2026

　22%: FYE2031

非財務KPI
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半導体関連ビジネス

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

17%

28%

7%

3%

40%

連結

日本

米国

欧州

アジア・
オセアニア

12,549

4,143

3,470

3,024

1,603

連結

日本

米国

欧州

アジア・
オセアニア

ガス（特殊ガス以外） 特殊ガス 機器・工事 他

売上収益の構成要素分解（2024年3月期 通期実績）

エレクトロニクス産業向け売上構成比 （内訳）セグメント別 製品構成比

（単位: 億円）
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世界最大の酸素同位体メーカー*¹：大陽日酸

ヘルスケア関連ビジネス

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

千葉県五井 千葉県袖ケ浦 山口県周南

年産600kg以上の生産能力で、

グローバルに40超の国と地域に向けて出荷しています。

*1 当社調べ。

*2 PET診断:Positron Emission Tomographyの略。日本語呼称では、陽電子放射断層撮影診断。

PET診断*2に使用される酸素同位体は、
認知症の正確な診断に必要不可欠です。
認知症治療薬の開発・承認が各国で進められる中、
高齢化が進む国々において、さらなる需要の高ま
りが期待されています。

https://stableisotope.tn-sanso.co.jp/about/index.html
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カーボンニュートラル関連ビジネス

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

事例：1PointFiveのDAC*プラント向け酸素供給契約を締結

CO2を含む
大気

エア・コンタクター

水酸化カリウム水溶液と
CO2が反応

炭酸カリウム
 (K2CO3)

ペレット反応炉

消石灰と
炭酸カリウムが反応

炭酸カルシウム 
(CaCO3)

か焼炉

メタンを酸素燃焼したガスで
炭酸カルシウムを熱分解

メタン・酸素

CO2

回収・貯留

水酸化カリウムはリサイクルされる 消石灰

*DAC（Direct Air Capture、直接空気回収）：空気中からCO₂を直接回収する技術
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資本配分の考え方

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

OUT

投資

計 4,330億円

内 380億円

（ご参考）セグメント別 投資対売上収益割合
日本: 7.4% 米国: 10.5% 欧州: 12.9%  
*アジア・オセアニア: 11.1%  サーモス: 6.9%

配当金・
借入金返済

➢戦略投資対象
- CN: カーボンニュートラルプロジェクト

- DX: デジタルトランスフォーメーション関連

37%

成長投資

6%

M&A

45%

維持更新投資

12%

戦略投資

目的別
投資先割合

24%

日本

27%

米国

24%

欧州

14%
A&O*

2%

サーモス

9%

戦略投資

セグメント別
投資先割合

営業CF

7,300億円

NS Vision 2026
(4年間)

IN

投資

計 4,330億円

配当金・
借入金返済

含む
戦略投資 380億円

計画策定時の為替換算レート (想定) ：
USD 115円、EUR 125円
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24.3% 27.1% 23.9% 24.9%

20.3%

26.2%
22.7% 23.5% 23.0% 22.5%

19.6%

配当推移

日経CNBC 『トップに聞く』（2024年11月28日）

6 6 7 9 11 12 14 14 16 18 20
24

6 7
9

11
12 13

14 16
18

20
24

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

期末

中間
12 13

16
20

23
25

28
30

34
38

44

+14%

日本会計基準← →国際会計基準（IFRS）

（単位：円）

年平均成長率
（CAGR）

（FYE） ［予想］

*

*2024年3月期 第4四半期に発生した、現金支出を伴わない会計上の一時的な利得 88億円を除く。

配当性向

安定的かつ堅実な配当政策を実施



Ⓒ 2024 NIPPON SANSO Holdings Corporation All rights reserved
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